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１ 研究概要と役割 

 本研究は平成20年度地域イノベーション創出

研究開発事業において、「埼玉の自動車部品軽量

化をめざすチタン・マグネ溶接自動化の開発」にて

応募し採択された研究である。 

一般的なアーク溶接の範囲で難接材であるチ

タン、マグネシウム合金の溶接自動化システム

を開発し、自動車部品の軽量化を推進すること

を目的としたものである。 

内容は以下の5つのサブテーマに分かれており

埼玉県産業技術総合センターは、「溶融池セン

サの開発」においてチタンTIG溶接の溶融池表面

形状の画像処理計測プログラムの作成の一部を

行った。 

 

1）溶接技能暗黙知パラメータの構築 

2）溶融池形状制御センサの開発 

3）溶接自動化システムの開発 

4）溶接工程の最適化及び高度化 

5）自動車部品等の軽量化 

 

２ 産業技術総合センターが参加したサブテ 

    ーマについて 

 「溶融池センサの開発」では溶融池の形状を

溶接中にオンラインで制御するために溶込み深

さをリアルタイムで測定できるセンサを開発を

行った。CCDカメラを用いて溶接中の溶融池幅

を計測し、溶接電流・電圧、溶接速度、開先幅

をもとにニューラルネットワークにより溶込み

深さを推定するものである。 

 溶融池幅計測には、CCDに溶融池画像を取り

込み、画像処理により幅を計測する手法を用い

た。輝度の飽和を避けるため電源特性の調整、

CCDによる画像の取り込みのタイミングの調整

が必要であった。 

埼玉県産業技術総合センターでは、溶接電源

から出力される信号を元に、シャッタ信号を

CCDに出力するマイコンプログラムの開発を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ チタンTIG溶接の溶融池表面形状 

カメラの撮影期間にアーク光を低減させる電

源特性を検討し、電源に同期させたシャッタ

信号により得られた明瞭な溶融池画像。 
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